
令和６年度第１回かながわつながりネットワーク

（神奈川県版孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム）

令和６年５月２３日

神奈川県福祉子どもみらい局

福祉部生活援護課



１．当ネットワークの目的及び活動について
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（資料１）
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学校でのつながり
教員や友人との

出会いと支えあい

学校生活だけでない
つながりの必要性

内閣府孤独・孤立対策推進室提供資料より抜粋（一部県加工）

家族とのつながり
家族や親族などによる

援助

少子高齢化
単身世帯の増加

地域とのつながり
地域の互助組織や

支えあい

過疎化や高齢化
地域組織の衰退

会社とのつながり
雇用の保障や

手厚い福利厚生

働き方の多様化
ワーキングプアの増加

企業福祉の縮小

自殺者数が令和２年に
11年ぶり増加へ転じ

以後、横ばい
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内閣府孤独・孤立対策推進室提供資料より抜粋
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内閣府孤独・孤立対策推進室提供資料より抜粋



かながわつながりネットワークの活動

法の趣旨を踏まえ、地域の関係者（分野を越えた産学官民の主体）が

顔の見える関係でネットワークを構築し、水平的な連携・協働を推進

→緩やかなつながりのモデルを発掘・創出し、県内に普及

18

当事者や担い手
のニーズ
（課題）

多様な担い手
のシーズ

（社会資源）

地域の
ニーズとシーズを

マッチング！



２．県内の孤独・孤立の課題［ニーズ把握］

19

（資料２）



県民ニーズ調査（基本調査）令和５年度結果
○調査概要

1. 調査地域 神奈川県全域
2. 調査対象 県内在住の満18歳以上の方3,000人
3. 有効回収数 1,241件

○調査結果
「誰もが地域で孤立することなく、困ったときに助け合える

つながりを持っていること」への満足度は次のとおりであった。
• 満足度が「十分」または「かなり」満たされているとの回答は、11.4％であり、
地域で孤立することなく、つながりを持つことへの満足度が低いことがうかがえる。
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十分 かなり どちらとも あまり ほとんど 分からない 無回答
1.3 10.1 45.9 20.4 8.4 10.8 3.1



ＮＰＯ等の支援団体や企業等へのヒアリングから見える課題
○調査概要

1. 件数 １８団体（令和６年４月３０日現在）
2. 対象 生活困窮、孤独・孤立、SDGsに係る活動に取り組むNPOや企業等
3. 概要 支援対象者や地域との“つながり”や孤独・孤立についてヒアリングを実施

○結果概要（一部）
A) 進学、就職、出産、介護、退職、死別などライフステージの変化によって、孤独・孤立に陥ってしまう方がいる。

それをきっかけに、状態が長期化するケースもあり、早期に地域や社会とのつながりをつくることが重要である
B) 「孤独・孤立」にあると認識・明言する当事者は少ない。また、いわゆる「支援」という形を望んでいないことがある。

支援と銘打ってではなく、当事者が地域の中で横のつながりを広げていくことが自立につながる。
C) 資金や人脈、ノウハウや実績はないけれど、

地域でつながりの“場”を作ろうとする人たちを、社会全体で応援する土壌づくりが必要である。
D) 自然体で緩やかに繋がることのできる居場所や支援団体が地域にあることを、

当事者に対しても、また行政等の支援機関に対しても情報発信していく必要がある。
E) 連携には、担い手同士が顔の見える関係でつながることが必要である。
F) 「孤独・孤立」という言葉が、福祉の専門的用語に捉えられ、自分事化が難しい。また、各々でイメージが異なる。

対象は広範囲であろうが、普及や活動にあたっては事例や個別テーマの設定も必要である。
（例：職場での孤独・孤立や若者の社会参加や就労に向けたつながりづくりなど）

G) また、行政の旗振りの元、特定の課題やニーズに対して、互いのシーズからできることを考えて、
行政区域を越えて、具体的な連携につなげていけるとよい。

H) ケースごとに課題は多様で複合的であり、深刻度も異なる。
また、行政ができること・できないこと、民間ができること・できないことがある。
ケースや段階に応じて、行政によるフォーマルな支援と地域によるインフォーマルな支援など、
多様な担い手が、各々にできることを持ち寄った役割分担による連携が重要である。 21



（参考）令和5 年度「子どもの生活状況調査」（オブザーバーから情報提供）

•中学生が希望する行政支援として、
相談窓口の他に、学校での放課後
などの居場所の提供を挙げている。
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参照：令和５年度子どもの生活状況調査報告書概要版より抜粋



緩やかな“つながり”づくりの促進に向けた方策（案）
ＮＰＯ等の支援団体や企業等へのヒアリングで見えてきた課題への対応策（案）

1. 地域の緩やかな“つながり”の取組開拓
当事者が、地域での居場所や緩やかな“つながり”にアクセスできるように、
緩やかな“つながり”に関する取組（事例）を収集し、県ホームページ等によって情報発信する。

2. 多様な地域の担い手の連携によるモデルづくり
地域や当事者から、つながりづくりや孤独・孤立対策に係る課題やニーズを収集するとともに、
産学官民など、多様な担い手が有する社会資源とのマッチングを図り、連携によるモデルを創出し、情報発信する。

3. 地域の担い手同士の“つながり”づくり
かながわ生活困窮者自立支援ネットワークやかながわSDGsパートナーなど、他の既存ネットワークと連携して、
ＮＰＯや企業等、多様な担い手に、かながわつながりネットワークへの参画を広く呼びかけるとともに、
ネットワークの場や学習会などを通じた顔の見える関係性構築を図る。

4. “つながり”の「場」をつくる人材を応援する土壌づくり
社会全体で“つながり”の「場」をつくろうとする地域人材の育成や応援の土壌づくりを行う。

5. 孤独・孤立を自分事に捉えるための普及啓発
ホームページやポスター等の広報物を活用し、上記かながわつながりネットワークの取組みを発信するとともに、
孤独・孤立を自分事に捉えるための普及啓発を行う。

23当ネットワークを通じて取組みを検討・具体化していく



３．地域の“つながり”の取組事例［シーズ把握］
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（資料３）



誰でもいつでも食品を入れたり受け取ったりできる冷蔵庫。利用の登録は不要。お中元で余ったお菓子や果物のおす
そ分けのほか、最近では雑貨などやりとりもあるとのこと。コロナ禍から間もない2020年６月に開始。食品ロス削
減が目的だが、“食べられない人を減らしたい”“優しさの連鎖を子どもたちにつなぎたい”との熱い思いも。

子ども達に朝食の無償提供などの活動もやっている中西さん、フリーゴを始めたきっかけは？
イギリスの街中でリンゴやパンなどを冷蔵庫でシェアしている光景をテレビ番組で紹介して
いて、素敵！うちの町でもできたらいいな、と思いました。で、たまたまKIRINの自動販売
機の配達担当の方に相談したら、何と数日後に冷蔵庫を持ってきてくれました。

良かったことは何ですか？
コロナ禍で失業した方から、「ありがとうございます。助かりました」とメッセージをいた
だいたり。お中元の余ったゼリーを提供した方が、「ゼリーが減っていくのが嬉しくて何度
も冷蔵庫の前を通って確認した」とも。どちら側も温かい気持ちになりますよね。

フリーゴをやっていて、困ったことはありましたか？賞味期限の管理とか
どばっと持っていく人もいますが、必要とされているのであれば、まあいいかと思います。
賞味期限については、これまでトラブルはありません。そもそも、賞味期限切れで廃棄なん
てこと続けていたら、この先フードロスなんてなくなりません。

大らかさを大切にされているのですね。今後の展開は？
海外では、レストランが残った料理を無償で配ったりしている。日本人は「本業が儲からな
くなる」と発想しがちですが、むしろ店の評価は上がり、売り上げは下がらないんです。日
本でも広がってほしいです。あとは、役所にも置けるようになるといいですね。

コミュニティ冷蔵庫「フリーゴ」でフードシェア（横浜市鶴見区）

(株)木曽屋の中西さん(管理者)をインタビュー

フリーゴの所在地：横浜市鶴見区鶴見中央4丁目7−15 KISOYA ラカンパーナ（株式会社木曽屋が管理）



小田急が手掛けるリノベ団地（ホシノタニ団地）１階に佇む、喫茶のあるランドリー。団地の人だけではなく、他の
エリアの方も立ち寄れる場にすることで、資本では実現できない新たな価値を見出している。メニューは本格的で、
お腹もしっかり満足させてくれる。

大切にしていること、工夫していることはありますか？
コペンハーゲンで、ランドリーのある喫茶店を訪れ、全く属性の異なる人たちがくつろぐ風
景にショックを受けました。日本の「ビジネスマン向け」「30代女性向け」みたいな属性、
縦割りには違和感を感じます。だから、特定の属性を感じさせない工夫、誰でもそれぞれに
自由でいられる空間を大事にしています。交流が半強制的になりそうなので、あえて「コ
ミュニティ」というワードは使いません。あとは、役に立たないけど心地よい生活の工夫、
たとえば昭和の黒電話にレースカバーみたいな気配りも大きな意味があると思っています。

行政ではなかなか臨機応変にできないようなことをやってくださっているんですね
自分が年をとって動けなくなった時、ダサい場所で生きるのは嫌。だから、自分で手作りの
公民館のようなものを作りたいと思っていました。それをマイパブリックと呼んでいますが、
「良いこと」というより「好きなこと」、「正しいこと」というより「楽しいこと」という
意識でやっています。行政が作ると一枚岩でも、民間は無数の可能性がある。色んな人の色
んな公共ができるといいですね。

色んな地域に広がるといいなと思います。これから始めたい人にアドバイスなどお願いします
稼ぎたいという目的には直接的には合わないと思います（「稼げない」のではなく、「稼が
ない場所」と決めてやっています）。マネタイズに走ると目的がぶれてしまう（自分は誰か
をとりこぼさないことを重要視しているわけではありません。自分が作りたい場所を作って、
それが合わない人をとりこぼすことは、自然なことだと思っています）。自分は別に本業が
あり、低空飛行の実験場みたいなもの。そこを理解していないでやると矛盾が生じてしまう。

老若男女 誰でも自然体で立ち寄れる「喫茶ランドリー」（座間市） 【資料３】

(株)グランドレベルの田中さん(経営者)をインタビュー

インタビュー時、県立座間高校
美術部＆文芸部生徒の作品が展
示

田中さん曰く「どなたで
もやってみたいことをや
る場所にしたいですね」

喫茶ランドリーホシノタニ団地の所在地：座間市入谷東３丁目５９−３



４．多様な地域の担い手の連携によるモデルづくり［意見交換］
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（資料４）



５．普及啓発に係るキャッチフレーズ及び広報について

28

（資料４）



普及啓発（令和６年度キャッチフレーズ）
Ａ案 ： つながろう かながわ

Ｂ案 ： みんなで支え合おう かながわ

Ｃ案 ： あなたの声を聞かせてください

キャッチフレーズをもとに、ホームページや広報物を制作します。
HPのリンク掲載やポスター等の掲示など普及啓発への協力をお願いします。
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（資料５）



広報物の例

ホームページ（さぽなび かながわ内） ポスター・チラシ ペーパー団扇


